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項 目 要   約 

１．研究の概要 原子力の作業環境場における被ばくに関する安全評価をより高精度な

ものにするため、パルス白色中性子源（広エネルギー範囲で連続的なス

ペクトルを持つ中性子源）を用いて、中性子飛行時間と中性子測定器出

力の相関から中性子線量計（中性子測定器）の感度曲線が実験的に精度

よく得られる校正法を提案した。 

 

２．総合評価  熱外領域から20MeV 以上の領域までの非常に広いエネルギー領域にわ

たって中性子線量計の校正法を示すため、京大炉電子線型加速器による

熱外領域～10keVの中性子源及び原子力機構TIARA や東北大CYRIC によ

る高エネルギーの中性子源を用いるとともに、10keV～20MeV 領域を担

当する産総研ペレトロン加速器のビーム・パルス化に取り組み、以上の

体制で進めた研究から、優れた成果が挙げられていると評価できる。デ

ータベースの国際標準化への貢献を期待する。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 

Ａ 


